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カラタチトビハムシPodagricomela weisei Heikertinger, 

1924は，中国原産のハムシ科（Chrysomelidae），ヒゲ
ナガハムシ亜科（Galerucinae）の昆虫で，国内では
2006年に千葉県で初めて採集された．その後，千葉県
と東京都で続いて採集されている（南ほか，2016）．ま
た，ハムシハンドブック（尾園，2014）には，外来の
ノミハムシの一種として，写真と説明文がある．今回，
茨城県牛久市で本種が大量に発生し，一部を採集した
ので報告する．

採集記録

7 exs.，茨城県牛久市刈谷町，17 Ⅵ，2019，清水実
嗣採集．

2019年 6月，筆者の一人清水実嗣の牛久市内の自
宅に植栽された 1本のナツミカンの木で未知のハムシ 

（図 1左）が 100個体以上大量に発生した．成虫を採
集し専門家に同定を依頼したところ，カラタチトビハ
ムシと判明した．現在までに茨城県内で本種の採集報
告は無く（高野・大桃， 2000， 2005， 2008; 大桃・高野，
2011，2014，2016），茨城県初記録と思われる．

カラタチトビハムシ（コウチュウ目：ハムシ科）の茨城県での初記録
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資 料

図 1．牛久市で採集したカラタチトビハムシ（左）とナツミカン葉の食痕（右）．
Fig. 1. Adult of Podagricomela weisei collected in Ushiku City, Ibaraki (left), and food marks on leaves of Citrus 

natsudaidai (right). 
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寄生されたナツミカンは約 7割程度の葉が食害され
たが（図 1右），7月にはハムシの幼虫も成虫も見ら
れなくなった．その後，自宅周辺の半径約 1 kmの範
囲の柑橘類を調べた結果，ナツミカン 23本，ウンシュ
ウミカン 19本，ユズ 7本，キンカン 9本，レモン 2本，
グレープフルーツ 3本，不明種 33本，合計 96本の内，
ナツミカン 4本，ウンシュウミカンとユズ，レモン，
不明種各 1本の合計 8本の葉に図 1右と同様の食痕が
観察された．このことから，本地域ではかなりの個体
が発生したものと思われる．詳細な分布状況は今後の
調査に待たなければならないが，県内での被害拡大が
心配される．
標本の同定は，東京農業大学総合研究所の松沢春雄
博士にお願いした．また，報告に際し，大桃定洋博士
と久松正樹博士から助言を頂いた．これらの方々に深
く感謝する．7個体の標本がミュージアムパーク茨城
県自然博物館に収蔵されている．


